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野中兼山は江戸時代初期に土佐藩家老として、今

日にいう社会資本整備と地域開発を積極的に進め、

高知県の国づくりの基礎を築いた人。高知の県史・

郷土史・産業史のたぐいには必ず登場し、地元には

兼山を祭る神社もある。

まず、兼山の人となりからみてみよう。

兼山は元和元年（１６１５）に生まれた。
やまうちかずとよ

土佐の初代藩主はいわずと知れた山内一豊であ

る。一豊の妻の話は有名で司馬遼太郎も『功名が辻』

で一豊とその妻のことを書いた。司馬遼太郎は兼山

をどう見ていたか。次のように書いている。

「江戸期、土佐藩は“政治は土佐”などといわれて、

他藩から一目おかれていた。この評判の一つには野

中兼山の三十年にわたる政治とその実績が、世評に

高かったこともあるだろう。兼山以前の土佐は、ひ

とびとが自然に耕し、自然に漁りする山河であるに

すぎなかった。兼山は政治の力でこれを改変した。

たとえば大いに農業土木をおこして、新田三千町歩

を得た。この新田開発に働いたひとたち千人を郷士

にとりたて、長宗我部氏の遺臣たちの感情のガスを、

幾分でも抜いた。のちのち土佐郷士が土佐の学問と

思想のにない手になっていく基礎も、兼山のこの施

政から出発したといえる。兼山施政三十年のあいだ

におこした用水工事は、物部川流域で七ヵ所、仁淀

川流域で四ヵ所、吉野川流域で七ヵ所、四万十川流

域で三ヵ所、松田川流域で一ヵ所で、その実行力は

驚嘆にあたいする。ほかに兼山は土佐という藩を、

それなりの小国家に仕立てようとしたところがあ

る。」（司馬遼太郎『街道をゆく』２７巻「因幡・伯耆の

みち、檮原街道」（朝日新聞社刊）より）。

このあとの文章で司馬遼太郎は兼山が採った藩経

済の活性化について触れるのだが、作家は前記の短

い文章で兼山の本質を見事についている。

野中兼山というひと

さて山内一豊は遠州（静岡県）掛川五万石の大名

として信長と秀吉に仕えたが、秀吉の死後は家康に

接近、関ヶ原の役では自分の城を明け渡し、家康か

ら土佐二十万二千六百余石を賜った。
ちょう

しかし、関ヶ原の戦で西軍に属して敗北した長
そ か べ もりちか いちりょう ぐ そく

宗我部盛親の遺臣のうちとくに一領具足（兵農未

分離の長宗我部氏下級家臣）たちの山内氏への抵抗

は激しく、浦戸城の明渡しを拒否して抗戦、２７３名

が討死するということもあり、一豊をはじめ初期の
ちん ぶ

藩主は領内の鎮撫に苦労した。

兼山は藩祖一豊の妹の孫にあたる。

兼山が仕えたのは二代藩主忠義（一豊の弟の子）

で、忠義の信任を受け、１７歳のときに執政を任され

たというから並の器ではない。以後、寛文３年

（１６６３）に失脚し、４９歳で亡くなるまで、約３０年間

にわたり藩政を掌握して土佐藩の基礎を築いた。

兼山は海南朱子学（南学）の教えに従い、自身に

対しても厳しい日々を強いた。

起床は４時。８時には公務を執り、夕方の６時か

ら１０時まで私用や読書に当て、１２時に床に就く。兼

山の口ぐせは「たとえ百歳まで生きたとしても後世

建設産業史家

菊岡 �也

野中兼山の
地域開発事業

25



の人々に思い出されるような仕事をしなければ長生

きをした甲斐がない」というものであった。いまも

なお兼山の業績が記憶されていることは、その想い

のとおりになったということだろう。

しかし、兼山は事業を行なうにあたっては自らの

信念を通し、農民には労働力の提供を求め、農民が

工夫した換金商品を吸い上げて藩の専売制とし、名

産品も統制し、藩の商社化を進めた。これらは商人

の既得の利益を取り上げるものでもあり、施政の歳

月のあいだに士民の反感が噴出、その辣腕はやがて

幕府からも警戒され、事業の完成を待たずに失脚し

てしまう。リーダーの処世は難しい。

兼山の土木事業

兼山の行なった事業は、原野の開発、新田の開発、

河川と港湾の修築、山林の保護育成などで、現在の

高知県の山林・美田・港湾・物産のうち兼山治政の

成果に源を発しているものは多い。

兼山の新田開発により５，０００～７，０００haの新田が

開かれた。このほか、綿・煙草・菜種などの特用農

作物の栽培、養蜂、薬草の栽培、ハマグリの養殖、

捕鯨漁法の改良、郷士の取立て、村役人制の強化、

専売制の実施、宇和島藩との国境論争の解決を行

なった。さらに海南朱子学（南学）を興隆したとい

う功績もある。

兼山が興した土木事業をみてみよう。

土佐は約八割が山林である。

木材は城郭建設のための資材として幕府に献上さ

れ、上方に積み出されて藩財政を救った。乱伐防止
とめやま

のため輪伐法が定められ、留山・留木の制度が敷か

れた。

当時、田畑は水利が十分でないために荒れ、生産

性が低かった。兼山が最初に手がけたのは、知行所・
もとやま

長岡郡本山郷の水利開発である。吉野川上流の本山

に兼山の本邸があった。

新田開発は藩が「まずやりとげなければならな
せき

い」開発事業で、そのため河川の改修、堰の設置に

よる用水路の建設が行なわれた。本山郷の樫の川・
なめかわ

木能津川・行川・森川・相川にそれぞれ堰を設け、

堰き止めた水で田畑の灌漑や新田開発、溝を完成さ

せた。

ついで兼山は物部川の水利開発と新田開発に着手

し、山田堰（長さ３２７m、幅１０．６m、高さ１．５m、使用

松１４万本、石材６，６７２m３）を築造した。物部川流域は

流心河床が低いため川の両岸への灌漑が出来ず、そ

のため農耕地としての生産は乏しかった。そこで堰

を設けて水位を高くして分水を容易にしようとした

のである。

兼山は水田をつくるために現在の土佐山田町に堰

をつくり、左岸に一つ、右岸に三つの水門を設け、

そこから用水路を掘って水を分水する計画を立て

た。そのもとになるのが山田堰である。

山田堰は約３４０年間、香長平野を潤していたが、

昭和４８年度に上流に合同堰が完成したため、その役

目を終わりいまは史跡として一部が保存されている
ぶ よう じ ゆ すじ

（次頁写真上）。父養寺井筋、野市井筋も物部川流域

の成果である。
に よどがわ

兼山は山田堰の施工と並行して仁淀川の水利開発

高知県本山町・帰全山公園に建てられている野中兼山
の銅像。
（写真提供：（財）高知県観光コンベンション協会）

26



を進めた。ここも下流の河床が低いため両岸の土地

は水利が悪く不毛であったものを、堰築造と用水路
は た

網により灌漑が行なわれた。八田堰、鎌田堰（長さ

５４０m、幅１８m、高さ１２．６m）、弘岡井筋がある。八田
いち き ごん べ え

堰では下僚の一木権兵衛が両岸から縄を川中に張り

たわみかたによって水勢を測る「糸流し」という方

法がとられた。一木権兵衛は一領具足の出身で土木
さんせい

技術に優れのちに普請奉行となる。小倉小助・三省

父子、江口延光も兼山を助けた人々である。
みや こ の し まん と

吉野川筋の宮古野溝、四万十川・中筋川の改修、
こう ど

松田川の河戸堰なども完成した。

このうち、香長平野の新田開発では、その土地を

前領主の長曾我部氏の遺臣たちに知行地として与え
ごう し

ることを約束し一領具足を郷士に取り立てた。

港湾事業に目を向けると、河口にある岩盤の入江
て い

を掘削して、津呂港、手結港などを整備した。これ

らは現在の掘込港湾の先駆ともいえるもので、技術

史上からも価値の高いものである。

津呂港（室戸港ともいわれ、現・室戸市津呂、室戸

岬漁港）は、湾口にあたる箇所にアーチ形の堤を設

けて太平洋の荒波を締め切り、締め切った湾内を干

しあげて底を掘って深くした。３６万５，０００人、工費

１１９０両で完成した。

手結港（現、香美郡夜須町）（写真下）は津呂港に

比べれば工事は容易であったが、漂砂が堆積するた

め湾口に防砂堤、突堤を設けた。それでも５年に一

度は浚渫が必要であった。明治６年（１８７３）、高知

県は改修工事に際して漁船の出入りに邪魔であると

いう理由から兼山が築いた防砂堤、突堤を縮小した。

「後世、もし、これを破壊すれば、港はたちまち埋

まってしまうだろう」という兼山の遺訓が守られな

かったのである。そのため港としての機能を失い、

それが復活したのは大正４年（１９１５）の県による大

改修工事の結果という（『高知県の土木史』）。

宿毛湾入り口の柏島港、浦戸港、室津港の改築に

も兼山は関与したといわれる。太平洋の荒波に洗わ

れる土佐において港湾の整備は新田開発と並ぶ重要

課題であったのである。

兼山による津呂港、手結港、室津港は海上輸送路

高知県土佐山田町にある山田堰跡。香長平野２，３００ha
に灌漑用として豊富な水を提供していた山田堰も、現
在は緑地公園として整備され、町民の憩いの場とされ
ている。
（写真提供：土佐山田町役場）

高知県夜須町にある手結港。日本最初の掘込み港とし
て有名。現在は漁船が係留されている。
（写真提供：（財）高知県観光コンベンション協会）
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の拠点として上方や江戸を結び、河村瑞賢による本

州一周航路の完成ののちは港湾としての役割がいっ

そう重要となった。

兼山の建設思想

兼山は学問の育成指導にも熱心で、江戸幕府の官

学となった朱子学に対する南学（海南朱子学）を中

興し、農民にもこれを学ばせようとした。土佐の朱

子学は南学と呼ばれ、野中兼山、小倉三省、山崎闇

斎らのグループが振興の先鞭をつけた。
つよ

兼山は勁い人で、地域開発の考えを南学にもとめ
ま

たのである。信念を枉げなかったというのもその背

後に南学の思想があったからである。

南学の開発思想を簡単にいえば、「人類の生活は

自然に依存して成り立つことを前提としているが、

人間は自然の秩序に従いながらもそれを開発するこ

とによって自然と調和し、われわれが自然を改良す

ることにこそ人間としての意義がある」というもの

で、兼山もこれに従ってさまざまな事業を実践した

のである。

兼山の「室戸湊記」にこう書かれている。「室戸

湊記」は兼山の筆といわれ（異説もあるが）室戸港

建設記録というもので碑として建てられたものだ

が、そこに兼山の自負と「建設思想」が読み取れる。

“賢君の其の民を労する所、其の民を逸する所、皆

其の道を得たる也”。これは名君（山内忠義）が領

内の建設工事などに領民を動員することは領国発展

に寄与することであり、それにより領民の生活が安

定・向上することは、すなわち優れた政治である、

と読み取れそうだ。この前の文章には、この港が完

成したことにより藩民の害を除くばかりでなくこの

海洋を利用する他国の人々の船も災を免れ、海は昔

からあるが港はいま初めて完成した。水難にあった

ものはどれほどいるかわからないが、これから世の

終わるまでこの港のために助かる人もどれほどある

かわからない、という建設賛歌がある。

ただし、この碑は兼山の失脚とともに彼の抵抗勢

力により壊された。狭量な人々である。

兼山のあまりにも厳しい政治姿勢は藩内にも敵を

つくり、卓越した功績は幕府からも睨まれほぼ３０年

の執政ののち追放され、まもなく４９歳の生涯を土佐

山田の幽閉地で終えた。一族は長い歳月、幽囚され

た。

今日の高知に兼山が行なった遺跡は数多い。４９歳

の生涯であったが、彼の「後世のひとびとに思い出

されるような仕事をしたい」という熱い想いは事実

となり、現代に根づいている。

（追記）

来年の NHK大河ドラマは司馬遼太郎の山内一豊

が主人公の物語という。予想される「高知ブーム」

の中で、土木家・野中兼山の事蹟も評価されて欲し

いものである。
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